
内容見本

NORM.INV 正規分布の累積分布関数のパーセント値を計算する関数

正規分布の累積分布関数のパーセント値(確率変数値)の計算方法とグラフ化・・・・

ここでは、平均は 3.0、標準偏差は 6.0 とする

また、確率は次のように 0.1 から 0.9 までを用意する

計算した累積分布関数値を入れる最初の行をマウスでクリックして選択しておく

確率 0.1 の確率変数のセルをクリックして選択する

数式タブをクリックして開く

「その他の関数」の「統計」の NORM.INV をクリックする



関数の引数画面の「確率」の欄をマウスでクリックし、表の確率の 0.1 のセルをクリックする

関数の引数画面の「平均」の欄をマウスでクリックし、表の平均の 3のセルをクリックする



平均を絶対参照とするため、A3 をマウスで選択する

F4 キーを押すと絶対参照になる



関数の引数画面の「標準偏差」の欄をマウスでクリックし、表の標準偏差の6のセルをクリックする

標準偏差を絶対参照とするため、B3 をマウスで選択する



F4 キーを押すと絶対参照になる

確率 0.1 の確率変数値が計算されて表示される

他の確立についても計算するので、計算値が表示されたセルの右下でマウスを置いておき、

ポインターが十字になったら、下方にマウスを左クリックしたままでドラッグする



次のように計算される

確率変数、パーセント値をグラフ化する・・・

計算した表部分をマウスで選択する

挿入タブをクリックして開く

「グラフ」の「散布図」の「プロットのみ」をクリックする



グラフが作成された

タイトルの部分をクリックしてタイトル名を変更する



確率変数値の表示桁数を揃えることとする・・・

確率変数欄をマウスで選択し、マウスを右クリックする

「セルの書式設定」をクリックする

書式設定画面が表示される

「数値」の「小数点以下の桁数」を任意の桁数に設定する-ここでは 9にしている



OK をクリックする

表示が変更された

なお、グラフの縦軸の表示も変更されたので、これを元に戻す事とする



縦軸をマウスで選択し、マウスで右クリックして「軸の書式設定」をクリックする

書式設定画面が表示される

「表示形式」で「小数点以下の桁数」を 1 に設定する

「閉じる」をクリックする



変更された



平均が 3 で標準偏差が 6 の正規分布の累積分布関数の確率変数値、すなわち、パーセント値の

計算とそのグラフが作成できた
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